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文責：校長  201９年 ９月６日（金）№１７ 

３年生を対象に実施された「全国学力・学習状況調査」
の本校結果概要をお知らせします。本調査は主として授
業や学習状況の改善に役立てます。なお、個票もご覧い
ただき、家庭学習の充実等にお役立てください 

【教科に関する結果概要】 
本校の平均正答率は、国語、数学、英語（「聞くこと」，

「読むこと」，「書くこと」）において全国平均と福島県
平均を下回っている。英語（「話すこと」）は、全国平均
を上回っている。 

８月３１日（土）に、朝６時からＰＴＡ親子奉仕作業を
実施しました。保護者の皆様には、早朝よりご参加いただ
きありがとうございました。きれいに整備された環境の中、
２学期も教育活動の充実を図っていきます。 

【教科に関する今後の取組み】 
《国語》文章の展開に即して、付加的な部分と中心的な

文を読み取る力を養う。他教科と連携するなどし、国
語で習得したことを活用できる学習活動を工夫する。 

《数学》図形や関数における基礎学力の定着を図る。数
学的に表現、説明する力を養うため、考えを記述した
り説明したりする学習活動を工夫する。 

《英語》ＡＬＴ、町講師の活用により、全国を上回った
話す力を更に高め、他領域の学力向上も図る。３文な
どの短い英作文を取り入れ、英語で書く力を養う。 

【質問紙に関する調査結果概要】 
〇 国際理解に関する項目では、肯定的な回答が県、全

国を上回っている。 
〇 授業で学んだことを他の教科に生かしているとの

回答が９割に達している。 
● 学習の有用感をもっている生徒がほとんどだが、家

庭学習につながっていない。 
● 将来の夢や目標をもっていると回答した割合は、

県、全国より低い。 
● ものごとを最後までやり遂げてうれしかったこと

があると回答した割合は、県、全国より低い。 

平均正答率 

【質問紙に関する今後の取組み】 
〇 今後も海外修学旅行の機会やＡＬＴ、英語科町講師

を生かし、国際人としての資質を養う。 
〇 将来について考える機会を進路指導計画に位置付

ける等、３年間を見通した進路指導の充実を図る。 
〇 授業や学校行事、部活動等、全ての教育活動におい

て主体的・計画的な参加を促すと共に、やり遂げたと
いう喜びや達成感を味わわせる。 

【小中乗り入れ授業の目的】 
○ 矢祭小・中の教員が、9 年間を通した児童生徒理解

に努め、矢祭の児童生徒を共に見守り育てる。 
○ 矢祭小・中の教員が、9 年間を通した小・中学校そ

れぞれの学習内容や指導方法を学び、分かりやすい授
業づくりを行う。 

○ 以上の取り組みにより、児童が本校に入学後、学校
生活にスムーズに適応し、安心して意欲的に学習や部
活動等に取り組めるようにする。（中１ギャップの解消） 

２日（月）に２学期学
級委員任命式を行いま
した。２学期は並木丘
杯、並木丘祭・クラス合
唱等、クラスで取り組む
大きな行事があります。 
学級役員のリーダーシップと学級役員を支える級友に

よって、クラスがさらに団結することが期待できます。 
 
 
す。 

8 月２８日（水）に本校音楽科の小
河先生が、矢祭小学校６学年で音楽の
授業を行いました。リズム学習やピア
ノ、三線（さんしん ※沖縄の三味線）
を用いた音楽科の専門性を生かした
楽しい授業に、６年生の子ども達は意
欲的に取り組んでいました。 

※ 英語（話
すこと）は全
国平均正答
率のみ集計 

学級委員 学級書記

男子 藤井さん 緑川さん

女子 菊池さん 本田さん

男子 齋藤さん 緑川さん

女子 増子さん 片野さん

男子 金澤さん 菊池さん

女子 鈴木さん 齋藤さん

男子 蓮見さん 寺島さん

女子 近内さん 本田さん

男子 本多さん 松本さん

女子 本多さん 保住さん

１学年

２年１組

２年２組

３年１組

３年２組



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一つ目は、並木丘祭実行委員・全体進行係の活動です。
全体進行係のメンバーは、生徒会本部の６人で、今までこ
の係を経験したことがあるのは私だけです。そのため、ど
のように活動するのか、どのようなことをみんなに伝えて
いかなければならないのか、私がみんなに伝えていかなけ
ればなりません。しかし私は、だいたいのことはわかりま
すが、細かいことまではわかりません。なぜなら、昨年、
先輩方に頼ってばかりで、頼まれたことだけやっておけば
いいとばかり考えていたからです。 
このような経験から、今年は自分から進んで行動し、み

んなで協力し合いながら、細かいことまで力を入れていき
たいと思います。 
二つ目は、クラス合唱です。クラス合唱では、女子の人

数が８人と少なく、二つのパートに分かれると４人ずつに
なってしまいます。そのため、一人一人がしっかり声を出
さなければなりません。発声や音取りをたくさん練習して
いきたいと思っています。 
三つ目は、長縄跳びです。私は何かあるとすぐに怒って

しまい、思ったことをそのまま言ってしまうくせがあるの
で、１、２年生の練習の際には、何度か言い合いになって
しまったことがありました。 
そのため、思ったことをすぐ言ってしまうのではなく、

考えてから発言することを心がけたいと思います。このこ
とは普段から気をつけていきたいと思います。 
今回が中学校生活最後の並木丘祭になるので、いろいろ

なことに挑戦し、３年間で一番良かったと思えるように、
そして、悔いのないように自分たちの手で作り上げていき
たいと思います。 

９月４日（水）に、東西しらかわ地区、石川地区から
男子２５校、女子２４校が参加し、第２回県南中学校駅
伝競走大会が開催されました。 
本校特設駅伝部は、松岡先生、佐藤先生の指導のもと、

入賞は果たせなかったものの、男女ともに心を一つにし
て、これまでの練習でのタイムを上回る記録で、最後の
走者までしっかりとたすきをつなぐことができました。
選手、応援の皆さん、お疲れさまでした！ 

《特設陸上部員》 
本多さん（男子３区）、吉成さん、金澤さん（女子４区）、
鈴木さん（女子３区）、本田さん、鈴木さん（男子５区）、
古市さん（男子４区）、星さん（男子６区）、 
緑川さん（男子１区）、古市さん（女子２区）、 
緑川さん（女子５区）、尾亦さん、本多さん（女子１区）、
鈴木さん、沼端さん、芳賀さん、本田さん、山中さん、
鈴木さん、神長さん子２区） 

特設駅伝部に入れば、たくさん走れて、もっと走る楽しさ
を感じることができると思ったからです。走ることは、辛
くても苦しくても自分との闘いです。でも駅伝は、タスキ
をつなぐ仲間がいるから頑張ろうと思えるところもありま
す。 
練習中の目標として、自分なりに走り込みをしたり、ペ

ースを考えたりして、諦めないようにしました。これから
の目標に向かって一つ一つのメニューを頑張ってやりこな
すことができましたが、時々面倒くさくなってやる気がな
い時もあり、適当になってしまうこともありました。でも、
これではつまらなくなってしまい、充実した練習ができな
くなってしまうと考えると、特設駅伝部に入ったことが無
駄になってしまうと思いました。私が特設駅伝部に入った
ことは、走るチャンス、たくさん走るチャンスだと思って
いたので、このチャンスを無駄にしたくないと思い直し、
頭を切り替えて楽しく思えるように練習を頑張りました。
自分のいいタイムが出ると「走ることって楽しい。次の練
習も頑張ろう。」と思い、いつもよりやる気がでてきます。 
これらの経験から「諦めなければ、自分に必ずチャンス

がくる」ということが分かりました。 
特設駅伝部に入っている人たちも、今まで練習をしてき

て苦しいことがたくさんあったと思います。苦しい練習や
きつい練習だからこそ、自分の「チャンス」だと思ってあ
きらめず、本番でも全力の走りを出して頑張ってきてくだ
さい。もし、選手になれなかった人でも、必ず、練習で残
したものがあったと思います。諦めなければ必ず何かが返
ってくると思います。 

朝 朝読

給食 〇

部活 〇

朝 朝読

給食 ×

部活 〇

朝 朝読

給食 ×

部活 〇

朝 朝読

給食 〇

部活 ×

朝 朝読

給食 〇

部活 ×

１４日（土）

１５日（日）

□卓球部練習試合　石川中学校

□卓球部練習試合　鮫川中学校

９日
（月）

□スクールソーシャルワーカ来校
□週番引継ぎ(２班⇒３班)
□職員会議　※完全下校１４：４０

１３日
（金）

１１日
（水）

□職場体験（２年）
□１学年郷土史野外学習講座（３・４校時）
□給食なし・弁当持参

１２日
（木）

□全校朝会・生徒発表・全校表彰

□職員打合せ
□県南教育事務所計画訪問
※　完全下校１３：１５

　来 週 の 主 な 行 事 予 定

１０日
（火）

□職場体験（２年）
□給食なし・弁当持参

私は、並木丘杯・並木丘祭に向けて、力を入
れていきたいことがあります。 

 
 
 
一つ目は、並木丘祭実行委員・全体進行係の

活動です。全体進行係のメンバーは、生徒会本
部の６人で、今までこの係を経験したことがあ
るのは私だけです。そのため、どのように活動
するのか、どのようなことをみんなに伝えてい
かなければならないのか、私がみんなに伝えて
いかなければなりません。ですが私は、だいた
いのことはわかりますが、細かいことまではわ
かりません。なぜなら、昨年、先輩方に頼って
ばかりで、頼まれたことだけやっておけばいい
とばかり考えていたからです。 
このような経験から、今年は自分から進んで

行動し、みんなで協力し合いながら、細かいこ
とまで力を入れていきたいと思います。 
二つ目は、クラス合唱です。クラス合唱では

、女子の人数が８人と少なく、二つのパートに
分かれると４人ずつになってしまいます。その
ため、一人一人がしっかり声を出さなければな
りません。発声や音取りをたくさん練習してい
きたいと思っています。 
三つ目は、長縄跳びです。私は何かあるとす

ぐに怒ってしまい、思ったことをそのまま言っ
てしまうくせがあるので、１、２年生の練習の
際には、何度か言い合いになってしまったこと
がありました。 
そのため、思ったことをすぐ言ってしまうの

ではなく、考えてから発言することを心がけた
いと思います。このことは普段から気をつけて
いきたいと思います。 
今回が中学校生活最後の並木丘祭になるの

で、いろいろなことに挑戦し、３年間で一番良
かったと思えるように、そして、くいのないよ
うに自分たちの手で作り上げていきたいと思
います。 

私は、陸上部と特設駅伝部に所属していまし
た。もともと陸上部で長距離の選手だったため 

 
 
 
、特設駅伝部に入れば、たくさん走れて、も

っと走る楽しさを感じることができると思っ
たからです。走ることは、辛くても苦しくても
自分との闘いです。でも駅伝は、タスキをつな
ぐ仲間がいるから頑張ろうと思えるところも
あります。 
練習中の目標として、自分なりに走り込みを

したり、ペースを考えたりして、諦めないよう
にしました。これからの目標に向かって一つ一
つのメニューを頑張ってやりこなすことがで
きましたが、時々面倒くさくなってやる気がな
い時もあり、適当になってしまうこともありま
した。でも、これではつまらなくなってしまい
、充実した練習ができなくなってしまうと考え
ると、特設駅伝部に入ったことが無駄になって
しまうと思いました。私が特設駅伝部に入った
ことは、走るチャンス、たくさん走るチャンス
だと思っていたので、このチャンスを無駄にし
たくないと思い直し、頭を切り替えて楽しく思
えるように練習を頑張りました。自分のいいタ
イムが出ると「走ることって楽しい。次の練習
も頑張ろう。」と思い、いつもよりやる気がで
てきます。 
これからの経験から「諦めなければ、自分に

必ずチャンスがくる」ということが分かりまし
た。 
特設駅伝に入っている人たちも、今まで練習

をしてきて苦しいことがたくさんあったと思


